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曽屋ほか(2007)

山頂溶岩ドームの形成年代
17-19世紀の活動域が不明

17-19世紀
ドーム形成の古記録：1853年のみ

山頂のどこで活動したのか？

小有珠
溶岩ドーム

大有珠
溶岩ドーム

オガリ山
潜在ドーム

有珠新山
潜在ドーム

1977-78 1853

？

？

有珠山の活動史と課題

山体崩壊

7-８千年前

流れ山の上位に縄文貝塚

（横山ほか, 1973など）

流れ山の堆積後の湖沼堆積物の
有機質土壌から2万年前

（藤根ほか, 2016など）

流れ山直上の濁川カルデラテフラ
Ng-aおよび流れ山中の炭化木片
から1.5-1.6万年前

（Goto et al., 2019）

2万年前以前

1.6万年前

見解がバラバラ

歴史時代噴火

南東上空からみる有珠山



外輪山タイプ流れ山

洞爺タイプ流れ山

曽屋ほか(2007)

A

B

流れ山直上にNg-a（濁川由来：1.5万年）はない

直上の土壌から、約8-8.3千年前の年代値

岩屑なだれ堆積物相当層の直下の再堆積層から約

8-8.4千年前の年代値

地点A

Us-b(AD1663)

B-Tm(10世紀)

Ko-g(6.5千年前)

Ko-d(AD1640)

(年前）

流れ山-Ko-g間の
土壌の年代値

地点B

有珠成層火山形成期テフラ

有珠-上長和テフラ
(1.8-1.9万年前) Kt-2再堆積層

再堆積層
岩屑なだれ
堆積物相当層 8-8.4千年前

山体崩壊：約8.3千年前

Ⅰ．善光寺岩屑なだれ発生時期について



2-1万年前

山体崩壊発生後

8.5千年前：山体崩壊の発生

有珠山山体崩壊イベントの概略図 有珠火山活動史のまとめ（改訂版）

歴史時代噴火

成層火山形成

善光寺岩屑なだれ堆積物

有珠火山における時間―積算噴出量階段図

山体崩壊
8.3千年前

Us-Ka

成層火山形成

千年前


